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『 メダリストたちに学ぶ 』
～社会や世界と関わる力、人生を切り拓く力～

今年２月に開催された平昌（ピョンチャン）
オリンピックでは、日本のメダル獲得数が、冬
季オリンピックとして過去最高になるとともに、
様々な競技において１０代を含む若い選手たち
の活躍に注目が集まりました。演技の出来栄え
や記録の更新もさることながら、試合後のイン
タビューで理路整然と応える若者たちの姿に、
世界の舞台で戦う逞しさと豊かな感性、そして、
更なる高みを目指してチャレンジする意欲の高
さ、視野の広さを感じたのは私だけでしょうか。
これからの社会を創り出していく子供たちが、
社会や世界と関わり合い、自らの人生を切り拓
くために身に付けなければならない資質・能力
とは何かを考えさせられる一場面でした。

新学習指導要領では、新しい時代に必要とな
る資質・能力について、生きて働く知識・技能、
未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表
現力、学びに向かう力・人間性を三つの柱とし
て掲げています。そして、これらを育成するた
めに、各学校がカリキュラム・マネジメントを
実践し、育むべき資質・能力を社会と共有しな
がら、地域社会と連携・協働した教育活動を推
進すること、すなわち「社会に開かれた教育課
程」を実現することが重要であると述べていま
す。

学校と地域社会の連携については、小・中学
校における体験的な学習活動など、人的・物的
資源を活用した教育活動がこれまでも盛んに行
われてきました。しかしながら、これまでの活
動の多くは、ゲストティーチャーに代表される
ように学校支援という形であり、学校と地域社
会がこれからの子供たちに必要な力を共通認識
し、それぞれが持つ機能を組み合わせながら教
育を展開していくという、新学習指導要領が求
めている教育の在り方とは異なります。

私は、学校と地域の教育資源をコーディネー
トする仕事に長く携わってきましたが、学校と
地域社会の連携・協働による教育活動において

大切なことは、学校が子供たちの教育活動に関
する情報を積極的に発信し、地域の教育資源に
関する情報をきめ細かく収集することだと考え
ています。このことにより、子供たちの学びに
関する情報が共有され、信頼関係の深まりとと
もに、地域全体で子供たちを育む機運が醸成さ
れていきます。

昨年１２月に開催した当センターの所員研修
の中で、北海道教育大学大学院・教育学研究科
の姫野完治准教授は、学び続ける教師の特性に
ついて「軸足を学校の中に置きつつも、学校の
外に様々な情報を収集に行くエネルギーを持っ
ている」と表現しています。また、平成２８年
１２月の中央教育審議会答申では、教育課程や
学習指導要領を学校教育を通じて子供たちが学
ぶべき内容などの全体像を分かりやすく見渡せ
る「学びの地図」に例え、それぞれの学校が、
自校の教育内容や教育課程について「学びの地
図」のように分かりやすく情報発信し、地域社
会と連携・協働しながら、子供たちに必要な資
質・能力を育むことが、次代を切り拓く力を身
に付けることにつながると述べています。

グローバル化、情報化の進展等、社会が急速
に変化する中にあって、本県の子供たちが、平
昌オリンピックのメダリストたちが見せてくれ
た社会や世界と関わる力、自らの人生を切り拓
く力を身に付けるためには、私たち教員が新学
習指導要領の理念を理解し、「社会に開かれた
教育課程」の実現に向けて更なる教育活動の充
実に取り組む必要があります。

こうした状況を踏まえ、県総合学校教育セン
ターでは、教員のキャリアステージや職務に応
じた研修講座の充実とともに、各学校における
教育課題の解決に向けて、学校や先生方をサ
ポートする取組を進めて参ります。今後とも、
当センターを積極的にご活用くださるようお願
い申し上げます。

（県総合学校教育センター 副所長 中嶋 豊）



平成３０年度 特色ある講座の紹介










